荒城の月　　　　　　　　　　　　　　荒城之月
土井晚翠 诗　　　　　　　　　　　　金中 译

春高楼の花の宴　　　　　　　　　　　高楼春夜张花宴，
めぐる盃影さして　　　　　　　　　　对酒传杯光泛艳。
千代の松が枝わけ出でし　　　　　　　千载松枝透月辉，
むかしの光いまいづこ。　　　　　　　昔时素影今谁见？

秋陣営の霜の色　　　　　　　　　　　肃秋军阵寒霜覆，
鳴き行く雁の数見せて　　　　　　　　嘹唳归鸿清可数。
植うるつるぎに照りそひし　　　　　　剑树枪林照月辉，
むかしの光いまいづこ。　　　　　　　昔时素影今何处？

いま荒城のよはの月　　　　　　　　　荒城此刻中宵月，
変らぬ光たがためぞ　　　　　　　　　光耀为谁依旧生？
垣に残るはただかづら　　　　　　　　断壁残垣唯蔓草，
松に歌ふはただあらし。　　　　　　　松间哦唱只飚风。

天上影は替わらねど　　　　　　　　　清辉天上无盈缺，
栄枯は移る世の姿　　　　　　　　　　人世荣枯成代谢。
写さんとてか今もなほ　　　　　　　　映照娟娟直到今，
ああ荒城の夜半の月。　　　　　　　　呜呼夜半荒城月！
